
163

﹇
３
﹈　

大
災
害
の
記
録
事
始
め

　　
　

―
―

阪
神
淡
路
大
震
災
資
料
の
保
存
活
用
を
め
ぐ
っ
て 

奥
村
弘
・
佐
々
木
和
子

お
く
む
ら
・
ひ
ろ
し　

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
教
授
。

専
門
は
日
本
近
代
地
域
史
。
阪
神
淡
路
大
震
災
後
、
歴
史
資
料
の

保
全
活
用
を
、
歴
史
研
究
者
、
史
料
館
・
博
物
館
関
係
者
と
展

開
。
歴
史
資
料
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
代
表
委
員
と
し
て
現
在
も
大
規

模
自
然
災
害
時
へ
の
対
応
を
進
め
て
い
る
。

さ
さ
き
・
か
ず
こ　

一
九
九
六
年
か
ら
二
〇
〇
二
年
ま
で
、
兵
庫

県
の
震
災
資
料
収
集
事
業
に
従
事
し
た
。
震
災
の
記
録
・
記
憶
を

考
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
震
災
・
ま
ち
の
ア
ー
カ
イ
ブ
」

の
活
動
に
も
参
加
し
て
い
る
。

阪
神
淡
路
大
震
災
と
資
料
収
集
活
動

は
じ
め
に

一
九
九
五
年
一
月
一
七
日
未
明
、
淡
路
島
北
部
を
震
源
地
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
三
の
地
震
が
兵
庫
県
南
東
部
を
襲
っ
た
。

人
口
約
一
五
〇
万
人
が
暮
ら
す
阪
神
地
方
を
直
撃
し
た
大
都
市
直
下
型
地
震
は
、
そ
の
被
害
の
大
き
さ
か
ら「
阪
神
淡
路
大
震
災
」

と
命
名
さ
れ
た
。

阪
神
淡
路
大
震
災（
以
下
震
災
）で
は
、
直
後
か
ら
震
災
に
関
す
る
資
料
や
記
録
を
保
存
す
る
活
動
が
は
じ
ま
っ
＊
１た
。
自
然
科
学
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的
な
デ
ー
タ
で
は
な
く
、
人
び
と
が
災
害
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
考
え
行
動
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
記
録
や
資
料
の
収
集
・
保

存
を
意
識
的
に
進
め
よ
う
と
す
る
動
き
が
早
く
か
ら
お
こ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
記
録
・
資
料
の
保
存
は
、
当
初
か
ら
活
用

を
意
識
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
点
に
特
徴
が
あ
っ
た
。
大
規
模
な
地
震
災
害
で
、
直
後
か
ら
、
そ
の
で
き
ご
と
に
関
連
す
る
記
録
や
資

料
を
、
活
用
を
前
提
と
し
て
収
集
・
保
存
す
る
こ
と
は
、
日
本
社
会
が
か
つ
て
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
動
き
の
背
景
に
は
、
被
災
地
の
市
民
の
動
き
が
あ
っ
た
。
二
〇
〇
七
年
七
月
二
〇
日
現
在
、
神
戸
大
学
附
属
図
書
館

震
災
文
庫
に
は
四
万
二
四
四
四
件
の
震
災
資
料
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
震
災
文
庫
の
成
り
立
ち
は
後
に
述
べ
る
が
、
こ
れ
ら
の
資
料

の
な
か
に
は
、
自
治
体
、
地
域
住
民
団
体
、
企
業
、
学
校
、
個
人
等
が
作
成
し
た
震
災
の
記
録
が
多
数
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。「
記

録
」と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
に
か
か
る
も
の
は
二
二
四
二
件
で
、
か
な
ら
ず
し
も
す
べ
て
が
記
録
集
で
は
な
い
が
、
震
災
文
庫
に

被
災
地
の
す
べ
て
の
記
録
集
が
集
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
、
一
冊
の
記
録
集
に
一
〇
名
以
上
の
記
録
が
載
せ
ら
れ
て
い
る

も
の
が
少
な
く
な
い
こ
と
、
記
録
と
い
う
検
索
に
か
か
ら
な
い
も
の
も
あ
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
、
数
万
単
位
の
人
び
と
が
、
社
会

に
開
か
れ
た
か
た
ち
で
自
己
の
体
験
を
記
録
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
現
代
日
本
社
会
が
自
分
た
ち
の
経
験
を
個
人
の

問
題
に
と
ど
め
ず
、
社
会
的
に
共
有
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
積
極
的
に
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
指
し
示
し

て
い
る
。
日
本
社
会
を
構
成
す
る
市
民
一
人
ひ
と
り
の
公
的
能
力
の
拡
大
が
そ
こ
に
う
か
が
え
る
の
で
あ
る（
奥
村　

二
〇
〇
二
）。

こ
れ
に
つ
い
て
、
一
九
九
五
年
二
月
に
発
足
し
た「
阪
神
淡
路
大
震
災
を
記
録
し
つ
づ
け
る
会
」の
代
表
で
あ
る
高
森
一
徳
さ
ん

は
、「『
自
分
の
強
烈
な
体
験
も
、
時
間
が
た
つ
と
第
三
者
に
証
明
で
き
な
く
な
る
。
だ
れ
か
が
記
録
に
残
し
て
く
れ
て
い
た
か
ら
、

被
爆
者
手
帳
が
も
ら
え
た
』。
私
は
父
か
ら
何
度
か
こ
の
話
を
聞
い
た
」と
述
べ
、
さ
ら
に「『
阪
神
大
震
災
の
記
録
を
残
そ
う
』と

思
っ
た
。
マ
ス
コ
ミ
も
、
地
震
直
後
か
ら
大
取
材
陣
を
送
り
こ
ん
で
い
る
が
、
き
っ
と
そ
れ
ら
か
ら
漏
れ
る
記
録
が
あ
る
は
ず
だ
。

ど
ん
な
さ
さ
い
な
記
録
で
も
、
い
つ
か
役
に
立
つ
か
も
し
れ
な
い
」（
高
森　

一
九
九
五
）と
活
動
を
開
始
し
た
理
由
に
つ
い
て
述
べ

て
い
る
。
高
森
さ
ん
ら
の
動
き
は
早
か
っ
た
。
一
ヵ
月
も
た
た
な
い
二
月
一
五
日
に
は
募
集
を
開
始
し
、
そ
れ
か
ら
締
め
切
り
ま
で
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の
ほ
ぼ
一
ヵ
月
の
間
に
、
市
民
や
関
係
者
か
ら
二
四
〇
編
の
応
募
が
寄
せ
ら
れ
、
さ
ら
に
第
二
次
の
一
〇
月
三
一
日
締
め
切
り
に

は
、
二
二
九
編
の
応
募
が
寄
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

本
章
で
は
、
こ
の
よ
う
な
市
民
の
動
き
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
展
開
し
た
震
災
時
の
人
び
と
の
動
き
や
対
応
に
つ
い
て
の
記
録
や
資

料
の
収
集
・
保
存
活
動
を
紹
介
す
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
災
害
を
人
び
と
や
社
会
と
の
関
係
か
ら
と
ら
え
、
そ
こ
か
ら
な
に
か
を

学
ぼ
う
と
す
る
姿
勢
を
示
し
た
最
初
の
経
験
で
あ
り
、
災
害
の
検
証
に
、
人
文
・
社
会
学
的
考
察
や
歴
史
的
視
野
を
も
ち
こ
も
う
と

し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
第
一
歩
の
動
き
を
記
録
す
る
こ
と
と
す
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
は
じ
ま
っ
た

記
録
保
存
の
動
き
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
す
る
団

体
、
阪
神
大
震
災
地
元
Ｎ
Ｇ
Ｏ
救
援
連
絡
会
議（
以
下
Ｎ
Ｇ
Ｏ
連
絡
会
議
）に
や
っ
て
き
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
な
か
に
は
、
一
九
九
〇

年
六
月
に
お
こ
っ
た
雲
仙
・
普
賢
岳
噴
火
で
救
援
活
動
を
お
こ
な
っ
た
経
験
が
あ
る
も
の
も
い
た
。「
以
前
の
経
験
が
伝
わ
っ
て
い

な
い
。
経
験
が
生
か
さ
れ
て
な
い
」と
の
感
想
を
も
ら
し
た
と
い
う
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
、
活
動
を
し
な
が
ら
、
自
分
た
ち
の

活
動
記
録
を
残
し
て
お
こ
う
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
地
震
か
ら
約
二
ヵ
月
後
の
一
九
九
五
年
三
月
末
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
連
絡
会
議
の
な

か
に
、
震
災
・
活
動
記
録
室（
以
下
記
録
室
）が
つ
く
ら
れ
た
。

神
戸
大
学
附
属
図
書
館
の
職
員
の
動
き
も
早
か
っ
た
。
当
時
附
属
図
書
館
職
員
で
あ
っ
た
稲
葉
洋
子
さ
ん
は
、
四
月
ご
ろ
か
ら
、

学
外
か
ら
今
回
の
震
災
に
関
す
る
資
料
を
網
羅
的
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
が
な
い
か
と
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
と
述
べ
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
動
き
の
な
か
で
、「
図
書
・
刊
行
物
だ
け
で
は
今
回
の
震
災
の
全
貌
は
つ
か
め
な
い
の
で
は
な
い
か
」と
、
収
集
の

範
囲
を
、
ビ
ラ
や
チ
ラ
シ
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
一
枚
も
の
資
料
や
抜
刷
や
レ
ジ
ュ
メ
な
ど
、
従
来
図
書
館
が
収
集
の
対
象
と
し
て
い
な

い
も
の
に
ま
で
広
げ
て
い
っ
た（
稲
葉　

二
〇
〇
五
：
二
〇
）。
一
〇
月
に
は
、
附
属
図
書
館
内
に
震
災
文
庫
が
正
式
に
開
設
さ
れ
た
。



166

被
災
地
や
周
辺
の
図
書
館
司
書
や
資
料
保
存
機
関
関
係
者
有
志
も
活
動
を
は
じ
め
た
。「
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
、
大
震
災
の
記
録

を
後
世
に
伝
え
よ
う
」と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
震
災
記
録
を
残
す
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
以
下
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ア
ン
・
ネ
ッ
ト
）を
立
ち
上
げ
た
。
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
・
ネ
ッ
ト
で
は
、
近
隣
図
書
館
な
ど
に
、
震
災
記
録
収
集
の
状
況
に
つ
い
て

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
交
流
集
会
を
開
催
し
た（
宮
本　

一
九
九＊
２五

）。

地
震
か
ら
半
年
後
の
七
月
一
七
日
、
神
戸
市
役
所
で
、
震
災
記
録
実
務
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
・
ネ
ッ
ト
、

震
災
文
庫
な
ど
の
主
催
で
あ
っ
た
。
稲
葉
洋
子
さ
ん
は
、「
一
県
一
七
市
一
町
の
図
書
館
な
ど
の
関
係
者
」が
集
ま
り
、「
皆
が
大
な

り
小
な
り
震
災
資
料
収
集
を
手
が
け
て
い
た
こ
と
に
驚
か
さ
れ
た
」と
記
し
て
い
る（
稲
葉　

二
〇
〇
五
：
二
九
）。

一
九
九
五
年
一
〇
月
、
記
録
・
資
料
の
収
集
・
保
存
活
動
は
、「
震
災
復
興
資
料
・
記
録
収
集
等
事
業
」と
名
づ
け
ら
れ
、
兵
庫

県
の
復
興
計
画
の
一
環
に
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
実
施
期
間
は
、
県
の
復
興
計
画
同
様
、
一
九
九
五
年
度
か
ら
二
〇
〇
四
年

度
の
一
〇
年
。
震
災
復
興
誌
は
、
そ
の
間
毎
年
発
行
さ
れ
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
た
。
兵
庫
県
は
、
財
団
法
人
二
一
世
紀
ひ
よ
う
ご
創

造
協
会（
以
下
創
造
協
会
）に
委
託
し
、「
震
災
・
復
興
に
関
す
る
資
料
・
記
録
」の
収
集
・
保
存
を
は
じ
め
た
。

こ
の
事
業
は
、
一
九
九
八
年
四
月
に
は
、
兵
庫
県
内
の
被
災
一
〇
市
一
〇
町
が
設
立
し
た
財
団
法
人
阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念
協

会
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
＊
３る
。
さ
ら
に
二
〇
〇
〇
年
六
月
か
ら
二
〇
〇
二
年
三
月
に
か
け
て
、
厚
生
労
働
者
の
緊
急
地
域
雇
用

交
付
金
を
使
い
、
大
規
模
な
資
料
調
査
事
業
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
の
調
査
の
結
果
収
集
さ
れ
た
資
料
は
、
二
〇
〇
二
年
四
月
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
記
念　

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
資
料
室
に
移
管
さ
れ
＊
４た
。

一
九
九
七
年
一
月
に
は
、
長
田
区
役
所
職
員
の
有
志
が
人
・
街
・
な
が
た
震
災
資
料
室
を
開
設
し
た
。
避
難
所
運
営
に
携
わ
っ
た

職
員
た
ち
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
持
ち
帰
っ
た
避
難
所
関
係
資
料
を
保
存
・
公
開
を
お
こ
な
う
こ
と
に
し
た
の
で

あ
る
。
一
九
九
八
年
三
月
、
震
災
・
活
動
記
録
室
は
、
資
料
保
存
を
引
き
継
ぐ
震
災
・
ま
ち
の
ア
ー
カ
イ
ブ
と
市
民
活
動
支
援
に
取

り
組
む
グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ
た
。
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「
震
災
資
料
」が
う
ま
れ
た

大
規
模
災
害
に
関
し
て
、
自
然
科
学
的
デ
ー
タ
だ
け
で
は
な
く
、
人
び
と
の
考
え
や
行
動
に
つ
い
て
の
資
料
や
記
録
を
収
集
・
保

存
す
る
動
き
は
、
か
つ
て
な
か
っ
た
だ
け
に
、
震
災
に
関
す
る
記
録
保
存
活
動
も
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
な
に
を
収
集
す
る
か
に
つ

い
て
、
ま
っ
た
く
手
探
り
で
は
じ
ま
っ
た
。

兵
庫
県
の
収
集
事
業
で
は
、
県
民
に
向
け
て
収
集
を
呼
び
か
け
る
次
の
よ
う
な
チ
ラ
シ
を
作
成
し
た（
阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念
協
会

編　

二
〇
〇
一
：
八
五―
八
六
）。

「
本
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
限
ら
ず
、
個
人
の
メ
モ
類
や
体
験
記
、
身
近
で
撒
か
れ
た
ビ
ラ
や
チ
ラ
シ
類
、
避
難
所
で
の
壁
新
聞
や
ノ
ー

ト
、
町
の
集
会
を
記
録
し
た
ノ
ー
ト
や
メ
モ
類
な
ど
と
い
っ
た
通
常
は
あ
ま
り
に
も
身
近
に
あ
り
す
ぎ
て
「
資
料
・
記
録
」
と
は
思
わ
な

い
よ
う
な
も
の
も
「
震
災
・
復
興
資
料
・
記
録
」
で
す
。
こ
れ
ら
の
も
の
は
被
災
し
た
人
び
と
の
生
活
や
、
当
時
の
状
況
を
し
る
す
貴
重

な
「
生
の
情
報
」
と
し
て
後
世
に
残
し
て
い
く
価
値
を
も
っ
て
い
ま
す
」。

裏
面
に
は
、「
収
集
す
る
資
料
の
例
」と
し
て
、（
一
）文
字
情
報
、（
二
）映
像
情
報
、（
三
）音
声
情
報
と
し
た
。
具
体
的
に
は
、

文
字
情
報
に
は
、
①
関
連
す
る
す
べ
て
の
図
書
・
資
料
類（
写
真
、
新
聞
・
公
広
報
誌
、
地
図
な
ど
）、
②
民
間
の
ビ
ラ
、
チ
ラ
シ
、

壁
新
聞
、
社
内
報
、
ミ
ニ
コ
ミ
誌
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
日
記
、
体
験
記
、
感
想
文
、
メ
モ
類
な
ど
、
③
専
門
研
究
の
記
録（
研
究

報
告
、
調
査
報
告
、
施
策
提
言
）、
④
講
演
記
録
、
セ
ミ
ナ
ー
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
資
料
の
内
容
、
⑤
統
計
資
料（
各
種
行
政
統
計
資
料
）

が
、
映
像
情
報
に
は
、
①
テ
レ
ビ
映
像
、
報
道
写
真
、
ビ
デ
オ
、
八
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
、
写
真
、
②
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
な
ど
電
子
資
料
、

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が
、
音
声
情
報
に
は
録
音
テ
ー
プ
な
ど
が
含
ま
れ
る
と
し
た
。

こ
れ
ま
で
災
害
に
つ
い
て
の
資
料
収
集
は
、
災
害
か
ら
相
当
時
間
を
経
て
、
残
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
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が
、
大
震
災
で
は
、
震
災
と
い
う
で
き
ご
と
の
進
行
と
ほ
ぼ
同
時
並
行
で
調
査
収
集
が
は
じ
ま
っ
た
。
ま
た
、
収
集
範
囲
は
、
震
災

の
全
貌
を
と
ら
え
る
た
め
に
、
図
書
な
ど
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
素
材
と
な
る
一
次
資
料
か
ら「
網
羅
的
」収
集
を
お
こ
な
う
と
し

た
。
震
災
に
関
係
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
は
、
す
べ
て
集
め
る
活
動
が
は
じ
ま
っ
た
。
活
動
が
す
す
む
な
か
で
震
災
・
復
興
に
関
す

る
資
料
・
記
録
は
、
被
災
地
で
は
次
第
に「
震
災
資
料
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

震
災
資
料
の
活
用
に
向
け
て

震
災
資
料
を
調
査
、
収
集
す
る

二
〇
〇
〇
年
六
月
か
ら
お
こ
な
わ
れ
た
兵
庫
県
の
大
規
模
な
震
災
資
料
調
査
事
業
で
は「
ど
こ
か
ら
」収
集
す
る
か
が
議
論
さ
れ

た
。「
ど
こ
か
ら
」を
具
体
化
す
る
こ
と
は
、
今
回
の
震
災
時
に
人
び
と
が
深
い
関
係
を
結
ん
だ「
場
」を
分
析
す
る
こ
と
と
同
義
語

で
あ
っ
た
。

結
果
、
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
次
の
八
区
分
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
①
地
域
の
被
災
者（
各
小
学
校
区
で
約
五
〇
〇
人
）、
②

復
興
公
営
住
宅
居
住
者
、
③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
支
援
団
体
、
④
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、
⑤
事
業
所
、
⑥
団
体
・
組
合
、
⑦
学
校
、
⑧

イ
ン
フ
ラ
関
連
の
八
区
分
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
八
区
分
を
も
と
に
、
兵
庫
県
が
収
集
し
た
資
料
を
保
存
し
て
い
る
人
と
防
災

未
来
セ
ン
タ
ー
資
料
室
で
は
、
調
査
先
検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
①
個
人（
避
難
所
、
仮
設
住
宅
、
復
興
公
営
住
宅
関
係
者
を
除
く
）、

②
復
興
公
営
住
宅 

、
③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
支
援
団
体
・
宗
教
団
体
な
ど
、
④
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
、 

⑤
事

業
所（
企
業
）、
⑥
労
働
組
合
・
任
意
団
体
、
⑦
教
育
・
研
究
機
関（
保
育
所
を
含
む
）、
⑧
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
、
⑨
行
政
・
外
郭
団
体
、

⑩
避
難
所（
自
治
会
を
含
む
）、
⑪
仮
設
住
宅（
仮
設
自
治
会
を
含
む
）の
一
一
区
分
を
設
け
て
い
る
。

こ
の
震
災
時
に
出
現
し
た
組
織
す
な
わ
ち
調
査
先
を
み
て
み
よ
う
。
震
災
が
お
こ
っ
て
す
ぐ
に
開
設
さ
れ
る
の
が
避
難
所
。
激
震
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に
よ
り
住
宅
が
倒
壊
、
破
損
し
た
人
た
ち
だ
け
で
な
く
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
切
断
や
余
震
に
お
び
え
る
人
た
ち
も
一
時
的
に
避
難
し

た
。
あ
ら
か
じ
め
指
定
さ
れ
て
い
た
学
校
や
体
育
館
な
ど
だ
け
で
な
く
、
民
間
マ
ン
シ
ョ
ン
の
集
会
所
や
公
園
に
テ
ン
ト
を
は
っ
た

避
難
所
も
出
現
し
た
。
続
い
て
行
政
が
被
災
者
向
け
に
建
設
し
た
の
が
応
急
仮
設
住
宅
で
あ
る
。
災
害
救
助
法
で
は
二
年
が
使
用
期

限
で
あ
っ
た
が
、
災
害
復
興
公
営
住
宅
や
自
力
再
建
に
よ
る
住
宅
の
建
設
は
遅
れ
を
み
せ
、
三
回
延
長
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
災
害
時
に
は
、
避
難
所
や
仮
設
住
宅
な
ど
が
緊
急
対
応
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。
避
難
所
や
仮
設
住
宅
で
は
、
自
治

会
が
つ
く
ら
れ
、
名
簿
の
管
理
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
お
こ

な
い
、
活
発
に
活
動
し
た
。
行
政
や
企
業
も
日
常
業
務
に
加
え
、
災
害
時
の
対
応
に
せ
ま
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
役
目
が
お
わ

れ
ば
、
も
と
の
日
常
に
も
ど
っ
て
い
く
。
応
急
の
、
非
常
時
の
組
織
は
解
散
す
れ
ば
、
本
当
に
跡
形
も
な
く
な
る
。
住
宅
は
解
体
さ

れ
、
更
地
と
な
り
、
別
の
用
途
に
使
わ
れ
る
。
担
当
し
て
い
た
行
政
窓
口
も
な
く
な
る
。
資
料
を
意
識
し
て
残
そ
う
と
し
な
い
と
、

こ
れ
ら
の
組
織
は
、
そ
の
痕
跡
す
ら
残
さ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
、
大
震
災
の
よ
う
な
大
規
模
災
害
で
は
、
非
常
時
か
ら
日
常

へ
の
移
行
は
ゆ
る
や
か
で
あ
り
、
長
期
間
に
わ
た
る
。
復
旧
・
復
興
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
市
民
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
組
織
へ
と
活
動
内
容
を
か
え
て
い
く
グ
ル
ー
プ
も
あ
ら
わ
れ
た
。

震
災
資
料
の
活
用
へ
の
取
り
組
み

震
災
資
料
は
、
現
代
資
料
で
あ
る
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
情
報
を
ふ
ん
だ
ん
に
含
み
、
公
開
に
は
慎
重
を
期
さ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
一
般
に
行
政
な
ど
の
資
料
は
、
三
〇
年
ほ
ど
の
資
料
閉
鎖
期
間
を
設
け
、
歴
史
的
な
価
値
を
も
つ
資
料
と
し
て
公

開
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
震
災
資
料
は
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
収
ま
ら
な
い
社
会
的
な
意
味
を
も
つ
も
の

で
あ
っ
た
。
震
災
の
教
訓
を
学
ぶ
こ
と
、
そ
の
教
訓
を
広
く
社
会
に
発
信
す
る
こ
と
が
、
強
く
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
情
報
を
保
護
し
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
早
く
震
災
資
料
の
公
開
を
お
こ
な
え
る
よ
う
に
、
環
境
を
整
え
る
必
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要
が
あ
っ
た
。
一
九
九
八
年
六
月
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念
協
会
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
震
災
資
料
の
分
類
・
公
開
研
究

会
を
設
置
し
た
。

二
〇
〇
〇
年
六
月
か
ら
お
こ
な
わ
れ
た
兵
庫
県
の
大
規
模
調
査
事
業
で
は
、
公
開
基
準
の
制
定
は
、
資
料
の
提
供
を
呼
び
か
け
る

た
め
に
も
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
安
心
し
て
資
料
を
提
供
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
を
明
文
化
し
た
基
準
を
示

し
、
収
集
主
体
へ
の
信
頼
性
を
高
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。

二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
、
震
災
資
料
の
分
類
・
公
開
研
究
会
は
、
研
究
会
や
県
文
書
課
法
制
係
と
の
協
議
を
経
て
、「
㈶
阪
神
・
淡

路
大
震
災
記
念
協
会
に
お
け
る
資
料
取
扱
い
に
関
す
る
要
綱
」（
以
下
資
料
取
扱
い
要
綱
）を
作
成
し
た
。

こ
の
要
綱
で
は
、
公
開
を
原
則
と
し
な
が
ら
も
、
兵
庫
県
・
神
戸
市
な
ど
地
方
自
治
体
の
情
報
公
開
条
例
の「
公
開
を
お
こ
な
わ

な
い
公
文
書
」、
個
人
情
報
保
護
条
例
の「
非
開
示
情
報
の
基
準
」を
準
用
し
、「
寄
贈
者
等
と
特
約
が
あ
る
も
の
」や「
特
定
の
個
人

が
識
別
さ
れ
得
る
も
の
の
う
ち
、
通
常
他
人
に
知
ら
れ
た
く
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
も
の
」、「
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
公
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
な
お
個
人
の
権
利
を
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
」、「
公
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
円
滑
な

事
業
活
動
」を
妨
げ
る
も
の
な
ど
に
つ
い
て
の
公
開
制
限
を
認
め
た
。
一
方
、
自
己
の
情
報
に
つ
い
て
の
開
示
請
求
権
を
認
め
、
作

成
ま
た
は
収
受
か
ら
一
〇
年
後
に
公
開
制
限
の
見
直
し
を
お
こ
な
う
も
の
と
し
た
。
さ
ら
に
、
設
置
目
的
に
沿
っ
た
調
査
・
研
究
の

た
め
に
は
特
別
利
用
の
道
を
開
く
こ
と
や
、
資
料
の
取
扱
い
や
利
用
制
限
へ
の
苦
情
申
立
て
に
つ
い
て
諮
問
す
る
専
門
委
員
会
の
設

置
を
定
め
た
。

二
〇
〇
二
年
四
月
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念　

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
が
開
館
し
、
資
料
室
に
震
災
資
料
が
移
管
さ
れ
た
。

開
館
時
、
調
査
時
の
基
準
を
適
用
し
た
結
果
、
公
開
で
き
る
資
料
は「
約
一
六
万
三
〇
〇
〇
点
中
の
約
六
万
一
〇
〇
〇
点
し
か
な

く
、
そ
の
他
の
資
料
に
つ
い
て
は
大
半
が
保
留
」
の
ま
ま
で
あ
っ
た
（
阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念　

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
資
料
室

二
〇
〇
五
：
一
）。
大
規
模
調
査
の
約
二
年
間
で
、
調
査
収
集
を
お
こ
な
い
、
資
料
整
理
、
目
録
作
成
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
、
公
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開
判
別
、
公
開
と
い
う
大
急
ぎ
の
事
業
で
は
、
こ
こ
ま
で
が
限
界
で
あ
っ
た
。

二
〇
〇
四
年
三
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
、
資
料
室
は
、
公
開
判
別
が「
保
留
」資
料
の
解
決
方
策
や
資
料
閲
覧
に
と
も
な
う
複
写
・

貸
出
に
つ
い
て
の
規
定
を
策
定
す
る
た
め
、
三
回
に
わ
た
っ
て「
震
災
資
料
の
公
開
等
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」（
以
下
検
討
委
員
会
）

を
開
催
し
た
。
メ
ン
バ
ー
に
は
、
歴
史
研
究
者
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
、
法
律
家
な
ど
が
加
わ
っ
た
。

検
討
協
議
の
結
果
、
次
の
よ
う
な「
震
災
資
料
の
公
開
に
係
る
運
用
基
準
」が
策
定
さ
れ
た（
二
〇
〇
四
年
九
月
施
行
）。
す
な
わ
ち
、

震
災
資
料
は「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験
と
教
訓
を
後
世
に
伝
え
る
貴
重
な
資
料
」と
位
置
づ
け
、
利
用
者
の
知
る
権
利
」を
尊
重

し
、「
原
則
公
開
」を
う
た
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
公
開
に
と
も
な
う
苦
情
や
判
断
に
迷
う
と
き
の
た
め
に
、
専
門
委
員
会
の

設
置
も
決
め
ら
れ
た
。
一
方
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
と
肖
像
権
は
、「
人
格
権
」と
し
て
保
護
す
べ
き
権
利
と
位
置
づ
け
た
。「
知
る
権
利
」

と「
人
格
権
」と
を
調
和
さ
せ
る
た
め
、
運
用
基
準
は
資
料
種
類
ご
と
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
館
内
と
に
わ
け
た
。

紙
資
料
は
、
は
じ
め
か
ら
公
開
を
意
図
し
て
作
ら
れ
た
も
の
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
基
準
を
変
え
た
。
館
内
で
は
、
は
じ
め
か
ら
公

開
を
意
図
し
て
作
ら
れ
た
も
の
は
公
開
可
、
そ
れ
以
外
の
も
の
は
公
開
の
可
否
を
基
本
方
針
に
従
っ
て
個
別
に
判
断
す
る
も
の
と
し

た
。写

真
資
料
は
、「
人
格
権
に
配
慮
し
つ
つ
原
則
公
開
可
」と
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
、「
人
格
権
に
問
題
が
な
い
も
の
」

を
公
開
可
と
し
た
。
つ
ま
り
、
セ
ン
タ
ー
職
員（
資
料
専
門
員
）が
確
認
し
て
、
個
人
情
報
や
人
物
が
写
っ
て
い
て
も
、
常
識
的
に
み

て
問
題
が
な
い
も
の
は
公
開
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
画
像
公
開
は
、
館
内
よ
り
き
び
し
く
し
た
。
す
な
わ
ち
館
内
で
公
開
が
認
め
ら
れ
た
も
の
を
基
準
に
し

な
が
ら
、
そ
の
上
で
、
提
供
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
公
開
を
認
め
、
か
つ
著
作
権
者
の
許
諾
を
要
件
と
し
た
。
た
だ
し
、
画

像
公
開
が
で
き
な
い
も
の
で
も
、
目
録
の
公
開
を
お
こ
な
う
こ
と
と
な
っ
＊
５た
。

そ
の
結
果
、
二
〇
〇
七
年
七
月
現
在
、
所
蔵
資
料
総
点
数
一
六
万
六
三
八
六
点
の
う
ち
、
七
万
三
〇
五
〇
点（
四
三
・
九
パ
ー
セ
ン
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ト
）の
資
料
が
公
開
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
八
万
五
八
九
五
枚
の
写
真
資
料
は
、
五
万
四
六
六
一
枚（
六
三
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
）

が
公
開
さ
れ
て
い
＊
６る
。

災
害
資
料
を
残
そ
う

阪
神
淡
路
大
震
災
は
、
人
び
と
の
被
災
や
復
旧
・
復
興
の
様
子
を
示
す
資
料
や
記
録
を
、
意
識
的
に
残
そ
う
と
し
た
は
じ
め
て
の

大
災
害
で
あ
っ
た
。
な
に
が
あ
っ
た
の
か
を
検
証
し
、
そ
の
体
験
を
今
後
に
生
か
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
図
は
、
被
災
地

の
人
び
と
に
は
十
分
受
け
い
れ
ら
れ
、
大
量
の
資
料
が
集
ま
っ
た
。

た
だ
、
資
料
と
い
う
の
は
す
ぐ
に
役
立
つ
も
の
で
は
な
い
。
と
く
に
一
次
資
料
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
あ
く
ま
で「
素
材
」で
あ

る
。
関
連
書
籍
や
資
料
に
よ
っ
て
、
意
味
を
読
み
解
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
資
料
の
保
存
だ
け
で
な
く
、
資
料

の「
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
」的
役
割
を
は
た
す
機
関
・
シ
ス
テ
ム
と
、
そ
こ
で
の
地
道
な
資
料
に
も
と
づ
く
基
礎
的
研
究
と
震
災
像
の
提

示
が
求
め
ら
れ
る
。
資
料
の
活
用
は
、
こ
れ
が
十
分
整
え
ら
れ
て
い
て
こ
そ
可
能
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
や
基
礎
研
究
は
十
分
で
は
な
い
。
も
っ
と
も
基
本
と
な
る
大
震
災
に
お
け
る
死
者
数
で
さ

え
、
こ
れ
を
確
定
す
る
た
め
の
公
的
な
シ
ス
テ
ム
は
な
か
っ
た
。
六
四
三
四
名
と
さ
れ
て
い
る
死
者
数
を
、
再
度
検
証
し
、
そ
の
死

亡
原
因
も
含
め
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
地
元
の
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
神
戸
新
聞
で
あ
っ
た
。
神
戸
大
学
文
学
部
地
域
連
携
セ

ン
タ
ー
主
催
の「
二
〇
〇
四
年
震
災
資
料
の
保
存
・
活
用
に
関
す
る
地
域
連
携
協
議
会
」で
神
戸
新
聞
編
集
局
社
会
部
の
石
崎
勝
伸

記
者
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
発
言
し
た
。

「
語
り
継
ぎ
と
い
う
面
で
は
い
ろ
い
ろ
な
市
民
団
体
と
か
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
か
た
く
さ
ん
必
死
に
な
っ
て
記
録
を
残
そ
う
と
動
い
て
い
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ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
語
り
継
ぐ
と
い
う
こ
と
は
当
然
わ
れ
わ
れ
神
戸
新
聞
社
だ
け
で
な
く
ほ
か
の
新
聞
社
や
マ
ス
コ
ミ
全
般
に
課
せ
ら
れ

た
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
か
つ
て
の
関
東
大
震
災
と
か
広
島
の
原
爆
で
は
現
時
点
で
も
犠
牲
者
の
人
数
に
数
万
人
単
位
の
誤
差
が
あ
る

と
い
う
ふ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
九
〇
年
代
後
半
に
お
き
た
現
在
の
災
害
で
は
多
少
で
も
誤
差
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
避
け
た
い
。

き
っ
ち
り
こ
の
震
災
一
〇
年
に
伝
え
る
べ
き
も
の
と
な
る
デ
ー
タ
な
り
事
実
を
把
握
し
て
、
そ
こ
か
ら
改
め
て
い
ろ
い
ろ
な
教
訓
を
語
り

継
ぐ
と
い
う
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
、
出
発
点
に
し
た
い
」（
神
戸
大
学
文
学
部
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー　

二
〇
〇
五
：
八
八
）。

神
戸
新
聞
の
記
者
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
震
災
一
〇
年
を
前
に
し
て
、
被
災
地
の
自
治
体
な
ど
に
死
亡
時
の
記
録
な

ど
の
閲
覧
を
求
め
た
。
す
で
に
資
料
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
行
方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
り
し
て
い
る
自
治
体
が
存
在
す
る
な

ど
、
そ
の
作
業
は
大
変
な
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、
大
災
害
か
ら
復
旧
、
復
興
と
平
行
し
て
、
災
害
資
料
の
保
存
を
体
系
的
に
お
こ
な
い
、
こ
れ
を
学
問

的
・
社
会
的
に
活
用
し
て
い
こ
う
と
す
る
、
日
本
で
最
初
の
試
み
が
生
ま
れ
た
。
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
維
持
、
発
展
さ
せ
て
い
け
る

の
か
。
被
災
地
の
学
問
的
・
文
化
的
力
量
が
問
わ
れ
て
い
る
。

◉
注―

―

＊
１　

被
災
地
で
は
資
料
や
記
録
に
つ
い
て
、
従
来
と
違
う
動
き
が
は
じ
ま
っ
た
。
地
震
か
ら
一
ヵ
月
後
に
災
害
で
被
災
し
た
史
料
を
救
出
す
る
た
め

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
歴
史
資
料
保
全
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
史
料
ネ
ッ
ト
、
現
歴
史
資
料
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
が
立
ち
上
が
っ
た
。
ま
た
、

寺
田
匡
宏
さ
ん
は
、
地
震
そ
の
も
の
が
歴
史
的
に
意
味
あ
る
で
き
ご
と
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。「
体
験
し
た
揺
れ
が
歴
史
的
事
件
で
あ
る

と
い
う
意
識
、
す
な
わ
ち
、
そ
れ
が
未
来
に
歴
史
と
な
り
う
べ
き
事
件
で
あ
る
と
い
う
意
識
」
が
、
震
災
記
録
保
存
運
動
を
支
え
た
と
分
析
し
て

い
る
（
寺
田　

一
九
九
七
）。
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＊
２　

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
・
ネ
ッ
ト
の
活
動
は
、
宮
本
（
一
九
九
五
）
を
参
照
。

＊
３　

阪
神
淡
路
大
震
災
の
被
災
地
と
は
、
災
害
救
助
法
の
適
用
を
受
け
た
市
町
を
い
う
。
兵
庫
県
内
で
は
、
神
戸
市
、
尼
崎
市
、
西
宮
市
、
芦
屋

市
、
伊
丹
市
、
宝
塚
市
、
川
西
市
、
明
石
市
、
三
木
市
、
洲
本
市
、
淡
路
市
（
震
災
時
津
名
町
、
淡
路
町
、
北
淡
町
、
一
宮
町
、
五
色
町
、
東
浦
町
）、

南
あ
わ
じ
市
（
震
災
時
緑
町
、
西
淡
町
、
三
原
町
）、
大
阪
府
で
は
大
阪
市
、
豊
中
市
、
池
田
市
、
吹
田
市
、
箕
面
市
で
あ
る
。

＊
４　

二
〇
〇
〇
年
六
月
か
ら
約
二
年
間
、
兵
庫
県
で
は
国
の
緊
急
地
域
雇
用
交
付
金
事
業
と
し
て
、
大
量
の
調
査
員
を
被
災
一
〇
市
一
〇
町
の
地
域

に
派
遣
し
、
震
災
資
料
の
調
査
事
業
を
お
こ
な
っ
た
。
記
念
協
会
は
そ
の
企
画
を
担
当
し
、
調
査
に
と
も
な
い
収
集
し
た
資
料
の
整
理
・
保
存
の

指
導
を
お
こ
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。
調
査
員
の
募
集
・
運
営
管
理
は
人
材
派
遣
会
社
が
、
事
業
の
企
画
・
指
導
は
記
念
協
会
が
、
兵
庫
県
か
ら
委

託
を
う
け
た
。
調
査
員
へ
の
指
導
は
、
嘱
託
三
人
が
担
当
し
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
経
験
を
も
と
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
た
。
資
料
収
集
を
目
的

に
す
る
の
で
は
な
く
、
調
査
を
主
体
と
し
、
兵
庫
県
内
の
被
災
地
を
網
羅
的
に
ま
わ
れ
る
特
性
を
生
か
し
て
、
震
災
資
料
の
全
体
像
の
把
握
を
目

指
し
た
。
調
査
は
、
兵
庫
県
内
の
全
被
災
地
を
東
部
（
尼
崎
市
、
伊
丹
市
、
川
西
市
、
宝
塚
市
）、
西
宮
（
西
宮
市
、
芦
屋
市
、
神
戸
市
東
灘
区
）、
神
戸

東
（
灘
区
、
中
央
区
）、
神
戸
中
（
兵
庫
区
、
長
田
区
）、
神
戸
西
（
須
磨
区
、
垂
水
区
、
北
区
、
西
区
）、
西
部
（
明
石
市
、
三
木
市
、
淡
路
島
）
の
六
グ

ル
ー
プ
に
分
け
て
実
施
さ
れ
た
。

＊
５　

震
災
資
料
に
係
る
運
用
基
準
は
、『「
震
災
資
料
の
公
開
等
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」
報
告
書
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
目
録
は
、
現
在

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
資
料
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
資
料
検
索
が
可
能
で
あ
る
。http://w

w
w

.dri.ne.jp/htm
l/siryou/index.htm

l

＊
６　

公
開
の
判
別
を
お
こ
な
っ
て
い
る
の
は
、
調
査
事
業
時
に
、
提
供
者
が
「
セ
ン
タ
ー
に
公
開
を
一
任
」、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
公
開
の
み

不
可
」
と
了
解
さ
れ
た
九
万
六
六
七
八
点
で
あ
る
。
そ
の
他
に
「
別
途
協
議
」、
す
な
わ
ち
公
開
に
つ
い
て
セ
ン
タ
ー
の
公
開
判
別
に
ま
か
せ
て

も
ら
う
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
な
資
料
が
六
万
九
七
〇
七
点
あ
る
。
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